






研究目的 

胎盤からはステロイドホルモンや生理活性タンパク以外にも,妊娠特異タンバク群などが

母体方向に分泌され,母体に妊娠特有の代謝活性を誘導し,これによって胎児の発育,成長

が促進される。つまり妊娠時の母体の生理と病理は,非娠時のそれとむしろ質的に異なり,

胎盤のもつ内分泌,代謝の特性に対応して特殊な修飾をうけるが,これはまた胎盤の機能の

状態に大きく影響される。 

従って,胎盤の機能の総合的な把握は母児の疾患の予防や治療を目ざす周産期医学にとっ

て重大なテーマであり,それはとりもなをさず極小未熟児の発生予防と管理につながるこ

とでもある。 


